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1. 目 的 

国立研究開発法人量子科学技術研究開発機構 量子生命科学研究所は、量子技術イノベー

ション拠点(量子生命)の活動の一環で「ユースケース拡大のための量子生命技術検証プラッ

トフォーム」の構築に向けた取組として、生体量子センサラインナップの拡大、超偏極を用

いたがん代謝診断の臨床応用の加速、量子効果を発現する分子及び細胞の設計指針の構築に

向けた研究開発を行う。 

本件では、生体量子センサラインナップの拡大に向け、新規量子センサー開発に必要な細

胞毒性評価のためのフラックスアナライザーを整備する。 

これにより、新規ナノ量子センサー開発を高速化することで、研究開発の加速及び早期の

イノベーションの創出を図る。 

 

2. 調達物品名及び構成内訳 

フラックスアナライザー 一式 

 

3. 納入期限 令和８年１２月２５日 

 

4. 納入場所 千葉県千葉市稲毛区穴川４－９－１ 

  国立研究開発法人量子科学技術研究開発機構 

  量子生命科学研究所 量子生命科学棟 4 階 X-413 

 

5. 仕様・性能 

以下の仕様を満たすこと。 

(1) 細胞による酸素消費速度（OCR）と細胞外酸性化速度（ECAR）の計測が同時に可能

なこと 

(2) 化合物を攪拌する機能を有すること 

(3) ラベルフリー且つ無侵襲的に計測できること 

(4) 同一プレート上での同時計測検体数は 6Well 以上計測可能であること 

(5) 温度制御範囲が 20～40℃で設定が可能で有ること 

(6) 細胞の OCR と ECAR を測定するための機構があること 

(7) 各 Well に対して化合物のインジェクションポートを 4 つ以上備えていること 

(8) 各インジェクションポートに充填できる容量は 20μL 以上であること 

(9) 設定したプロトコルに従いインジェクションできること 

(10) 装置本体の外寸は W350mm×D600mm×H450mm 以内であること 

(11) 要求者が定める箇所に据え付け、設置作業および動作確認を行うこと 

 

6. 据付調整について 

設置条件等は、以下の要件を満たすこと。 

(1) 本装置は、4.に定める場所に設置すること。 



(2) 当機構が用意した一次側設備（電気設備）以外に必要となる設備がある場合は、当機

構担当者と協議し、その指示に従い、費用は本調達に含むものとする。また、配線作

業等において必要となる関連機器及び関連用品は、本調達に含むものとする。 

(3) 本調達機器の設置に関し、機器の搬入、据付、配管、配線、調整及び設置工事に伴う

壁面の修復は本調達に含むものとする。 

(4) 機器の搬入、据付、配管、配線及び調整については、当機構の教育・研究に支障をき

たさないよう、当機構担当者と協議の上その指示によること。 

(5) 設置作業は、納期、作業期間のスケジュールを事前に当機構担当者と打ち合わせをし、

そのスケジュールに従い完了すること。 

 

7. 提出図書 

 5.に記す性能についての性能成績書（英文でも可）1 部 

 機器の取り扱い説明書 （英文でも可）1 部 を納入時に提出すること。 

 提出場所は、4.に示す納入場所とする。 

 

8. 検査条件  

4.に示す納入場所に据付け調整後、員数検査、外観検査及び動作確認の合格をもって検査

とする。 

 

9. その他 

 本仕様書に記載されている事項及び本仕様書に記載のない事項について疑義が生じた場

合は、協議のうえ、その決定に従う。 

 

10. グリーン購入法の推進 

(1) 本契約において、グリーン購入法（国等による環境物品等の調達の推進等に関する

法律）に適用する環境物品（事務用品、OA 機器等）の採用が可能な場合は、これを

採用するものとする。 

(2) 本仕様に定める提出図書（納入印刷物）については、グリーン購入法の基本方針に定

める「紙類」の基準を満たしたものであること。 

 

（要求者） 

所属部課名：国立研究開発法人量子科学技術研究開発機構 

量子生命科学研究所 量子生命センシンググループ 

次世代量子センサーチーム 

氏   名：五十嵐 龍治 


